
 

令 和  ５ 年  ７ 月  １０ 日 

国土交通省 中部地方整備局 

静 岡 国 道 事 務 所 

「国道 1 号清水立体尾羽第２高架橋事故調査委員会（第１回）」の 

開催について（変更） 
 

１．概 要   

７月６日（木）午前３時に発生した工事中の橋桁が橋脚から現道歩道へ落橋する事

故について、静岡国道事務所は当事故を受け、事故原因の究明、再発防止について、

調査、確認、検討することを目的として、学識委員等から構成する「国道 1 号清水立体

尾羽第２高架橋事故調査委員会」を設置しました。 

事故調査委員会（第１回）の開催が以下のとおり決定しましたのでお知らせします。 

なお、委員会は非公開としますが、委員会冒頭に頭撮りを設けます。また、現地調査

後および委員会の開催後、委員長によるブリーフィングを予定しています。 

 

◇開催日： 令和５年７月１１日（火） ①現地調査 １３：３０～ 

②委 員 会 １５：３０～（目途） 

◇会 場： ①現地調査 （静岡市清水区尾羽） 

         ※安全確保の観点から、現地に立ち入ることが出来るのは委員等関係 

者のみとさせて頂きます。 

         ※現地周辺は一般住民の方々も利用していますので、人数等にご配慮

ください（また、現地に駐車場はありません）。 

②静岡国道事務所 （静岡市葵区南安倍２－８－１） 

 

２．参考資料 

   【別紙１】国道 1 号清水立体尾羽第２高架橋事故調査委員会 構成員名簿 

   【別紙２】取材登録書 

   【別紙３】工事概要等 

 

３．配布先 

   静岡県政記者クラブ、静岡市記者クラブ 

 

４．問い合わせ先 

国土交通省 中部地方整備局 静岡国道事務所 副所長  静
しず

川
かわ

 淳
じゅん

 

工事品質管理官  平岩
ひらいわ

 直樹
な お き

 

電話（054）250－8903  E-mail cbr-s-keikaku＠mlit.go.jp 

静岡国道事務所ホームページ https://www.cbr.mlit.go.jp/shizukoku/ 

静岡国道事務所公式ツイッター @mlit_̲shizukoku 

 

道路の異状を発見したら・・・道路緊急ダイヤル     （通話料無料・２４時間受付） 



別紙１ 

 

国道１号清水立体尾羽第２高架橋事故調査委員会 

 

構成員名簿 

 

委員長 

舘石 和雄 名古屋大学 大学院工学研究科       教授 

 

委 員 

廣畑 幹人 大阪大学 社会基盤工学講座 構造工学領域 准教授 

白戸 真大 国土技術政策総合研究所 橋梁研究室    室長 

 



別紙２ 

取材登録書 
 

国道１号清水立体尾羽第２高架橋事故調査委員会（第１回） 

 

日時：令和５年７月１１日（火） 

場所：①現地調査：静岡市清水区尾羽 

   ②委 員 会：静岡国道事務所 ２階 会議室（静岡市葵区南安倍２-８-１） 

 

取材を希望される場合は、事前に本取材登録書を送付願います。 

※当日の集合場所等についてはお申し込み頂いた機関に個別に連絡します 

 

１．取材者 

報道機関名  

氏名  

連絡先  

取材希望 
（右記を〇囲み） 

現地調査 

のみ 
委員会 

のみ 
現地調査・委員会 

の両方 

 

２．送信先 

 国土交通省 中部地方整備局 静岡国道事務所 計画課 

 Mail：cbr-s-chousa@mlit.go.jp 

 

３．問い合わせ先 

 国土交通省 中部地方整備局 静岡国道事務所 

副所長  静
しず

川
かわ

 淳
じゅん

 

工事品質管理官 平岩
ひらいわ

 直樹
な お き

 

ＴＥＬ：０５４－２５０－８９０３ 



事業概要（国道１号静清バイパス清水立体事業）

位 置 図
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P3 P4 P5

橋桁を１ブロック毎にP3橋脚背面よりつ
り上げ、送り出し用ベント上の桁を縦押
しし連結

縦押し（送り出し）
6月30日までに完了

至

東
京

至

名
古
屋

工事概要（清水立体尾羽第２高架橋鋼上部工事）

工 事 名 令和３年度 １号清水立体尾羽第2高架橋鋼上部工事

工   期 令和３年９月１０日～令和６年２月２２日（８９５日間）

契 約 額 \2,483,250,000（税込み）

請 負 業 者
名村・日塔特定建設共同企業体

（（株）名村造船所、日本鉄塔工業（株））

工 事 内 容 国道１号静清バイパスの上部工（全長約230m）を構築するもの

（施工中） （架設済）

横取り

桁降下
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下り線
上り線

2.5m

2.5m

横取り梁により横取り

油圧ジャッキにより支持

降下に合わせサンドル撤去

下り線 上り線

工事ステップ図

ステップ② 横取り

ステップ③ 桁降下

ステップ① P3～P4間の橋桁を縦押し

P3 P4

P3 P4

お ば ね
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別紙３
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事故概要
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令和３年度
１号清水立体尾羽第２高架橋鋼上部工事
工事延長 L=300ｍ

1 ２

1
２

発生日時 ：令和５年７月６日午前３時頃
発生場所 ：国道１号静清バイパス下り線（静岡県静岡市清水区尾羽）
事故状況：架設中の鋼鉄製の橋桁（長さ約63ｍ、幅約2.5ｍ、重さ約140ｔ）の横取り、

降下作業を行っていたところ、約９ｍの高さから、国道１号の歩道上に落下
被災者 ：死亡者２名、重軽傷６名の合計８名

お ば ね

お ば ねせいしん

別紙３




